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菅
内
閣
は
、本
年
を「
平
成
の
開
国
元

年
」と
捉
え
、明
治
、戦
後
に
続
く「
第
三

の
開
国
」と
し
て
、貿
易
自
由
化
や
若
者

が
参
加
す
る
農
業
の
再
生
に
よ
り
、日
本

人
全
体
が
世
界
に
向
か
っ
て
活
躍
す
る
こ

と
を
目
指
し
積
極
的
に
推
進
す
る
と
閣

議
決
定
し
ま
し
た
。

　

開
国
元
年
が
示
す
環
太
平
洋
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）協
定
を
は
じ
め
、貿

易
自
由
化
の
動
き
は
、日
本
農
業
に
と
っ
て

極
め
て
大
き
な
影
響
が
予
想
さ
れ
、当
市

に
お
い
て
も
、酪
農
、肉
用
牛
を
中
心
に
大

打
撃
を
受
け
る
こ
と
は
必
至
で
す
。

　

農
林
水
産
省
の
試
算
で
は
、米
の
生

産
は
９
割
減
少
、
関
連
産
業
も
含
め

７
兆
９
千
億
円
の
生
産
減
少
、３
４
０
万

人
の
雇
用
が
失
わ
れ
、食
料
自
給
率
が

14
％
に
低
下
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。農

業
の
多
面
的
機
能
や
食
料
安
全
保
障
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
非
常
に
憂
慮
し
て

お
り
ま
す
。南
あ
わ
じ
市
議
会
に
お
か
れ

て
は
、対
応
に
関
す
る
厳
し
い
意
見
書
を

議
決
し
、議
長
名
で
菅
総
理
他
３
大
臣
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

政
府
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
関
す
る
方
針

を
今
年
６
月
に
示
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。一

方
、そ
の
進
捗
と
併
せ
て
、本
年
６
月
に
農

業
構
造
改
革
基
本
方
針
を
、10
月
を
目
処

に
行
動
計
画
を
策
定
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
機
会
を
得

て
、
菅
総
理
大
臣

が
本
部
長
の
「
食

と
農
林
漁
業
の
再

生
推
進
本
部
」が

主
催
す
る
全
国
９

地
域
代
表
市
町
村

長
と
の
意
見
交
換
会
へ
近
畿
代
表
市
長

と
し
て
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。　

　

私
は
、鹿
野
農
林
水
産
大
臣
に
、農
漁

業
大
産
地
と
し
て
の
誇
り
と
覚
悟
を
述

べ
、頑
張
っ
て
い
る
地
域
へ
の
投
資
、全
国
一

律
で
な
い
特
徴
あ
る
事
業
へ
の
支
援
な
ど

を
要
請
し
、日
本
の
農
林
水
産
業
と
地
域

の
暮
ら
し
や
雇
用
を
守
る
た
め
の
断
固
と

し
た
対
策
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

農
政
改
革
に
対
す
る
要
請
を
繰
り
返

し
ま
す
が
、大
産
地
と
し
て
持
続
可
能
な

農
漁
業
を
確
立
す
る
た
め
に
足
腰
の
強

い
体
質
に
変
革
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。生
産
力
及
び
生
産
性
の
向
上
、所
得

確
保
、販
売
・
流
通
対
策
な
ど
、各
分
野

を
見
直
し
、生
産
者
や
生
産
者
団
体
、関

係
機
関
が
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
行

い
、地
域
力
の
発
揮
へ
挑
戦
し
て
ま
い
り

ま
す
。産
地
が
危
機
感
を
持
ち
、自
ら
考

え
自
ら
行
動
す
る
体
制
づ
く
り
に
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、格
段
の
ご
尽
力

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鹿
野
農
林
水
産
大
臣
と
の
意
見
交
換
会
に
出
席

市政ひろば

ふ
る
さ
と
南
あ
わ
じ
応
援
寄
附
金

ま
し
た
。
２
月
３
日
、
市
と
施
工

業
者
の
五
洋
建
設（
本
社
：
東
京
）

は
、
工
事
の
安
全
を
願
い
、
福
良

甲
の
建
設
予
定
地
で
、
関
係
者
約

70
人
の
出
席
の
も
と
、
安
全
祈
願

祭
と
起
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
会
館
の
建
設
は
、
総
事
業
費

５
億
７
７
０
０
万
円
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
て
で
、
１

階
は
駐
車
場
等
、
２
階
に
上
演

舞
台
と
約
１
８
０
席
の
客
席
な

ど
が
あ
り
、
３
階
に
総
合
練
習
場

や
楽
屋
を
配
置
し
ま
す
。
ま
た
、

１
０
０
０
人
収
容
可
能
な
避
難
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
、
地
震
や
津
波
の

　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
を
楽
し
ん
で

も
ら
う
拠
点
施
設
と
し
て
、
来
年

春
に
完
成
予
定
の
淡
路
人
形
会
館

（
仮
称
）
の
建
設
工
事
が
始
ま
り

▲なないろ館前の県有地、福良甲の建
設予定地に建つ会館（完成予想図）

子
連
れ
で
来
庁
し
や
す
い
環
境
を
整
備

　

市
で
は
、
子
育
て
世
代
が
お
出

か
け
し
や
す
い
環
境
の
た
め
、
図

▲市内で２か所目の整備となる「ゆめる
んコーナー」

▲市町村長との意見交換
（１月19日、農林水産省）

　

昨
年
１
０
４
人
よ
り
、
ふ
る
さ

と
南
あ
わ
じ
応
援
寄
附
金
と
し

て
、
１
２
２
４
万
円
の
寄
附
金
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
寄
附
者
の
氏

名
を
公
表
し
ま
す
。（
順
不
同
、

敬
称
略
、
公
表
承
諾
者
の
み
）

【
南
あ
わ
じ
市
】萩
原
重
幸
、水
田

弘
治
、服
部
達
明
、日
々
野
満
、

鶴
澤
友
路
、松
並
ひ
ろ
子
、西
中

英
伸
、正
井
良
徳
、川
原
栄
、素

川
恒
男
、竹
田
宏
樹
、竹
田
千

秋
、賀
集
卓
也
、窪
田
純
一
、小

林
健
司
、秦
孝
一
、橋
田
友
孝
、

鈴
木
俊
示
、大
森
弘
之
、中
西

滋
、中
西
英
夫

【
洲
本
市
】田
村
昭
治
、馬
詰
和
成
、

馬
詰
慶
子
、馬
詰
裕
道

【
神
戸
市
】印
部
文
夫
、平
野
隆
三

【
姫
路
市
】名
定
節
、馬
部
一
清

【
県
外
】▽
大
阪
府
＝
奥
野
康
人
、

斉
藤
弥
生
、菅
井
紀
子
、豊
竹

松
香
大
夫
、村
上
光
功
、中
田

大
助
、浅
羽
信
允
、浅
羽
信
宏
、

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
Ｗダ

ブ
ル

受
賞

　

兵
庫
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の

広
報
紙
部
門
で
昨
年
12
月
発
行
の

「
広
報
南
あ
わ
じ
」
が
企
画
賞
に

輝
き
、
併
せ
て
広
報
ま
ち
づ
く
り

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

広
報
で
は
、
行
政
情
報
だ
け
で

な
く
、
何
気
な
い
話
題
、
皆
さ
ま

の
笑
顔
や
輝
き
、
活
動
な
ど
様
々

な
シ
ー
ン
を
「
お
伝
え
す
る
」
情

報
紙
と
し
て
、
制
作
し
て
い
き
ま

す
。
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
広
報
を

目
指
し
今
後
も
努
力
い
た
し
ま
す
。

紹
介
し
意
見
交
換
な
ど
行
い
ま
し

た
。
成
果
と
し
て
は
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
2
度
目
に
訪
問
し
た

豊
岡
市
や
福
岡
県
八
女
市
、
う
き

は
市
の
伝
建
地
区
な
ど
で
淡
路
瓦

を
使
用
す
る
と
い
っ
た
方
向
性
も

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

淡
路
瓦
売
り
出
し
隊
で
は
、
今

後
も
様
々
な
地
域
で
Ｐ
Ｒ
を
重

ね
、
一
過
性
で
終
わ
ら
な
い
よ
う

に
し
て
い
き
ま
す
。

　

淡
路
瓦
の
需
要
拡
大
と
販
路
開

拓
を
目
指
し
、
市
と
淡
路
瓦
工
業

組
合
で
構
成
す
る
「
淡
路
瓦
売
り

出
し
隊
」
が
２
月
４
日
、
歴
史
的

な
町
並
み
や
景
観
形
成
地
区
の
あ

る
赤
穂
市
と
相
生
市
、
た
つ
の
市

で
淡
路
瓦
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
県
内

外
の
設
計
士
や
行
政
、
伝
建
地
区

36
か
所
を
訪
問
。
瓦
の
耐
震
性
や

施
工
例
、
屋
根
材
以
外
の
製
品
も

淡
路
人
形
会
館（
仮
称
）建
築
工
事
が
始
ま
る
安
全
祈
願
祭
・
起
工
式

災
害
時
に
住
民
や
観
光
客
が
安
全

に
避
難
で
き
る
施
設
と
し
て
も
整

備
し
ま
す
。

　

中
田
市
長
は
起
工
式
で
「
観
光

拠
点
と
し
て
の
使
命
も
果
た
し
な

が
ら
、
５
０
０
年
の
伝
統
を
新
し

い
斬
新
な
会
館
で
披
露
し
、
将
来

に
む
か
っ
て
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
を

発
展
さ
せ
て
い
く
大
き
な
使
命
が

あ
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

▲起工式であいさ
つする中田市長

進
む
保
育
所
の
耐
震
化

　

市
で
は
、
小
中
学
校
の
耐
震
化

１
０
０
％
を
平
成
20
年
度
に
達
成

し
、
現
在
、
保
育
所
の
耐
震
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度
よ

り
耐
震
化
を
進
め
る
５
施
設
の
公

立
保
育
所
を
調
査
し
て
今
年
度
か

ら
３
年
を
か
け
て
順
次
、
工
事
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
最
初
の
完
成
と
な
っ
た
二

宮
保
育
所
で
1
月
24
日
、
お
披
露

目
を
兼
ね
て
「
ふ
れ
あ
い
餅
つ
き

大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
部

の
屋
根
の
鉄
骨
強
度
を
補
強
し
、

保
育
室
内
や
設
備
な
ど
を
改
修
し

て
綺
麗
に
化
粧
直
し
さ
れ
た
施
設

を
前
に
、
園
児
と
保
護
者
会
、
地

域
の
人
が
、
昔
な
が
ら
の
石
臼
と

杵
で
餅
を
つ
い
て
、
園
内
は
、
元

気
な
か
け
声
と
参
加
者
た
ち
の
嬉

し
い
笑
顔
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
今
後
は
、
賀
集
保
育
所
の
工

事
が
３
月
上
旬
に
完
成
し
、
来
年

度
以
降
は
、
ち
ど
り
保
育
所
と
北

阿
万
保
育
所
、
倭
文
保
育
園
の
耐

震
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。▲ふれあい餅つき大会

（二宮保育所）

書
館
や
公
民
館
な
ど
15
の
公
共
施

設
の
ト
イ
レ
に
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
・

ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
連
れ
の
来
庁
者
が

あ
っ
た
際
、
目
の
届
く
範
囲
に

子
ど
も
を
待
た
せ
る
ス
ペ
ー
ス
に

と
、
キ
ッ
ズ
ソ
フ
ァ
ー
等
を
整
備

し
ま
し
た
。
緑
庁
舎
入
口
付
近

で
は
、
か
つ
て
空
き
ス
ペ
ー
ス
と

な
っ
て
い
た
区
画
を
有
効
利
用

し
、
子
ど
も
が
遊
べ
る
「
ゆ
め
る

ん
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
。
絵
本
や

お
も
ち
ゃ
を
置
き
、
子
連
れ
の
来

庁
者
が
気
軽
に
訪
れ
、
手
続
き
が

で
き
る
よ
う
「
お
で
か
け
応
援
事

業
」
の
一
環
で
整
備
し
ま
し
た
。

▲子連れの来庁者が多い福祉課と緑総合窓
口センターにはキッズソファーを置きました

▲受賞した広報南あわじ12月号

企
画
賞
と
ま
ち
づ
く
り
賞

キ
ッ
ズ
ソ
フ
ァ
ー
な
ど
を
設
置

淡
路
瓦
を
Ｐ
Ｒ
し
、販
路
を
開
拓

淡
路
瓦
売
り
出
し
隊

浅
羽
廣
美
▽
奈
良
県
＝
松
谷

武
、中
田
優
介
▽
愛
知
県
＝
荒

内
順
子
、濵
久
人
、濵
勇
次
▽

神
奈
川
県
＝
浜
崎
祐
司
▽
千

葉
県
＝
阿
部
耕
三
▽
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
＝S

u
e L
effl  er

【
氏
名
の
み
公
表
】坂
東
託
次
、松

浦
茂
男
、松
崎
候
磨
、斉
藤
賀

大
、西
庄
重
次
郎

▲淡路瓦を説明する福原理事長（たつの市）

　ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　   　（２月16日現在）

区分 件数 金額
南あわじ市内 382件 52,687,219円

市外（島内） 52件 7,201,000円

市外（島外） 230件 28,599,940円

合計 664件 88,488,159円

詳細は市のホームページで掲載しています

「新人形会館建設を機に、淡路
人形浄瑠璃が新しい飛躍の年
を迎えることを期待します」など
のメッセージも届きました。

１
２
２
４
万
円
の
寄
付
金

安
全
安
心
な
施
設
充
実


